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Fusing two experts for enhancing their specialties

話者融合による専門性の統合と学び合い

専門家が二人一役で話します

どんな研究
観光ガイドが観光地と外国語に詳しいなど、対話サービスでは複数分野に秀でたオペレータが必要な場合があ
りますが、そのような人は希少です。 本展示では、秀でた分野の違うオペレータが一緒に話すことで高度な問
題を解決したり、実践を通して成長できる協働スタイルを提案します。

どこが凄い
精通分野の異なる二人のオペレータが二人一役で話す協働スタイルを提案しました。このスタイルにより、オ
ペレータは複数の分野に跨る高度なサービスを提供できるようになり、また他者との協働をスムーズに進めた
り、他者からの学びを感じられるようになることがわかりました。

めざす未来
少子高齢化や人口減少のため、主婦や高齢者など多様な人材の就労機会の促進が課題となっています。多様な
人材が協働できる対話サービスを構築することで、より専門的なサービスを実現するとともに、多くの人の就
労と成長を支援する社会をめざします。
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